
第33回国際キワニス日本地区年次総会福岡大会 
 
平成 21年 9月 11日（金）第 33回国際キワニス日本地区年次総会がホテル日航福岡を会場に、小

田忠雄国際理事を日本地区カウンセラーに迎え開催された。海外からは前 ASPAC 選出国際理事

Chia-Sing Hwang 氏（マレーシア）、KIF 理事の Yang Kar Kwee 氏とそのご友人の Goh Gook 
Kheng女史（マレーシア）、元国際理事の金 顕洙氏（Hyun Soo KIM、韓国）が参加された。 
年次総会に先立ち、朝食会、歴代ガバナー会議、第 3 回日本地区役員会が開催された。また、「キ

ワニスの明日を語る会」が開催され、22クラブから89名が参加し、活発な意見交換が行なわれた。 
年次総会は大堀太千男ガバナーが議長となり、開催され、国歌演奏、大堀ガバナーの挨拶、小田カ

ウンセラーの挨拶、ゲストの紹介の後、横山太藏事務総長の進行により下記の議題が審議され、承

認された。 

  
なお、日本地区規約第 41条により 28クラブのうち 26クラブの代議員の出席を得て、定足数を越

えており、総会は有効に成立した。 
第1号議案 平成22年 9月期事業計画書並びに予算書 

横山事務総長より説明、 
一般会計は地区活動の経費に関するもので、収入は会員1人当たり8千円の会費、と冊子「キ

ワニス・ジャパン」１部あたり500円の協力金が主たるもので、本年7月末の会員数を基に算

出した来期の収入額は 13,877 千円を計上。これに今期末の繰越収支差額が 8,378 千円見込ま

れるので、来期の収入総額は 22,255 千円となる。支出は表彰関係費、地区大会開催関係費、

国際関係費、委員会関係費、「キワニス・ジャパン」の印刷を含む印刷製本費、旅費交通費、

事務局の人件費・家賃負担分として東京クラブへ支払う管理負担金、その他事務経費等を前年

並みとして計上したが、表彰費のうち日本文化賞関係700千円（賞金500千円、選考費用200
千円）は KJF の公益事業たりうるものなので、KJF が資金負担することとし、当面 KJF の

財政基盤が弱いのでその財源は今期まで表彰費に含まれていた金額を一旦日本地区の一般会

計からKJFに拠出することにしている。KJFに対してはこの他にその財政基盤強化のために

一般会計の剰余金から 500 千円を拠出する必要があると考え、KJF に対する拠出金を文化賞

関係と合わせて1,200千円計上している。さらに一般会計には今期末で8,400千円程度の繰越

収支差額がある見込みであり、従来は将来のASPAC大会の日本開催の経費に当てられると説

明してきたが、金額も多額となったので、予算、決算上もこれを明確にするため、ASPAC 大

会開催準備金として8,000千円を計上することとした。また、このように処理しても、来期末

には収支差額が1,000千円ほど出る見込みなので、これを従来のように200千円の予備費のほ



かは繰越収支差額とせず、全額1,064千円を予備費とし、年度内の不時の出費が可能なように

した。 
寄付会計の予算書は期初の残高が 2,212 千円とみこまれ、これを KJF へ移管するもの。来期

からは従来の募金、それをもとにする義捐金拠出はKJFで行なうことになる。 
－承認― 

第2号議案 平成22年 9月期役員・監事の選任 
平成 22年度 9月期のガバナーは西宮クラブの小池和子氏、次期ガバナーには東京クラブの川

﨑弘氏、事務総長に秋山誠一氏、監事には横浜クラブの中村満氏、副ガバナーは各ディビジョ

ンで選出された方々がそれぞれ選出された。 
第 3 号議案 第 35 回日本地区年次総会開催

地 
第35回日本地区年次総会すなわち2011年の

地区総会は千葉で開催することが承認された。 
第4号議案 福岡大会決議 

1. YCPO（子ども最優先）のキワニス

奉仕活動を推進しよう。 
2. 新しい会員形態を含めた会員の増

強とクラブ新設を進めることによ

り、キワニス活動に賛同する仲間を

増やそう。 
3. 一人ひとりがキワニスの広報活動を進めよう。 
4. 国際キワニス年次総会ナッシュビル大会で強調されたごとく、これらを今すぐ（Right 

Now） 
行動に移そう。 
（注）YCPO:とはYoung Children: Priority Oneの略 

原案通り承認された。 
報告事項 平成 21 年 9 月期事業経過報告並びに決算見込みが事務総長より報告された。なお、最

終報告は10月の役員会に提出する旨の報告もなされた。 
議了。 
 
小池2009-10ガバナーから「わが国初の女性ガバナーに

選ばれ光栄に思う。3 つの E を強調したい。1. Enjoy 
Kiwanis 例会をより楽しいしいものにしましょう。ク

ラブ間の交流も行ないましょう。2. Encourage Kiwanis 
子どものための奉仕活動として従来のドール、幼児虐待

防止に加え、小児がん対策をとりあげ、われわれに何が

出来るかを考えて行きたい。3. Expand Kiwanis 会員

増強、クラブ新設。会員増強は一人が一人ずつを紹介す

るよう心掛けて行きたい。女性、特に主婦の勧誘に努力

していただきたい。西宮クラブに作った衛星クラブとし



てのユースクラブのような形態を広めて行きたいとも考えています」との決意表明があった。 
2010年の年次総会開催地の清水京都クラブ会長から「風は西から吹く。今日福岡で起こった風が来

年は京都に達し、再来年は千葉にいたってキワニスを吹き上げることを期待し、皆さんを京都にお

迎えいしたい」との発言があった。 
 
引き続き表彰式が行なわれた。表彰内容については平成21年9月期事業報告書を参照ください。 

  
日本キワニス文化賞受賞者 松枝哲哉氏 長門文化委員長 

  

   
表彰式終了後、小池2009-10ガバナーを囲んで次期地区役員、監事、地区委員長、クラブ会長ミー

ティングが行なわれた。 


